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第１４回「きれいな杉谷」環境美化ポスター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

島原市小・中学校合同科学作品展 

 
 

杉谷地区の伝統的な行事の一つであ

る、杉谷地区青少年健全育成協議会主

催「第 14 回「きれいな杉谷」環境美

化ポスター」の審査が実施され、4 年

生の永川千陽さんの作品が最優秀賞に

選ばれました。 
 

学校では、今年度、「ふるさと教育」

にも目を向け、ふるさとの良さを知る

ことから始めています。子どもたちが

我がふるさとのすばらしい環境を守る

意識を高める行事として、取り組みま

した。力作ぞろいでした。 
 

 

賞 学年 氏名 

最優秀賞 4 永川 千陽 

優秀賞 

１ 村里  楓  馬場 真帆 

２ 副島 花琉 石田 琳音 

３ 堀川晃太郎 林田弐皇進 

４ 平坂 佑心 松原 一輝 

５ 粟戸 駿介 酒井 麻子 

６ 網本 瑛仁 森本有希奈 

努力賞 

１ 太田 結翔 

２ 桑土 慶子 

３ 石本 幸也 

４ 松本 彩萌 

５ 松本 一伸 

６ 堀川 真鈴 

 
入賞者は、上のとおりです。 

作品展は、2１日まで杉谷公民

館で行われていますので、ぜ

ひご覧ください。 

 

夏休みの自由研究で取り組んだ作品の

中から、第 73 回島原市小・中学校合

同科学作品展に出品します。出品者は

右のとおりです。今年度も素晴らしい

作品ばかりでした。 

 

科学作品展は、9 月 16 日・17 日の

2 日間島原文化会館展示ホールにて開

催されます。ぜひ、ご覧ください。 

研究の部 5 年 松本美央理 

1 年 太田 結翔 5 年 馬場 理功 

2 年 助田 千尋 5 年 髙田 陽輝 

3 年 松尾  岬 6 年 堀川 真鈴 

3 年 宮﨑 愛未 6 年 山口 奈桜 

3 年 林田隆之介 6 年 吉岡帆乃香 

4 年 永川 千陽 6 年 林田隆一郎 

4 年 平坂 佑心  

5 年 粟戸 駿介 創作の部 

5 年 副島 花那 4 年 松原 一輝 

5 年 三浦 結乃 5 年 宮﨑  凱 

5 年 下岸 美羽 6 年 林田 佳剛 

 



【R5 四小テーマ】「自分も 友だちも みんな Smile ＆ 自分に Challenge」  

「いってらっしゃい！」 Smileで朝のスタートを 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ３連休が続きます。正しい生活リズムを！ 
 

２学期がスタートしましたが、なかなか生活リズムが整わない子が 

います。朝から心身の不調を訴える子も多くいます。明日から３連休 

を迎えます。特に交通事故に気を付け、安心安全で規則正しい生活が 

できるようにお願いします。 

 インフルエンザ・コロナ感染症も W 流行していますので、感染症 

にも十分に気を付けさせてください。 

夏休み明けや連休明けは、特に低学年

で朝の登校をしぶる子が出てきます。生

活のリズムを整えることが前提ですが、

朝の送り出し方によって、1 日の子ども

たちの学校でのスタートが大きく変わり

ます。 
 

朝、お子さんをどのように学校へ送り

だしていらっしゃいますか？ 布団の中

から「行ってらっしゃい」と言って送り

出す方はいないと思いますが・・・。朝

食の片づけや自分の出勤の準備など、朝

の忙しいときだからこそ、朝の子どもの

送り出し方は、とても大切です。 
 

一番お願いしたいのは、玄関で Smile

で「行ってらっしゃい」と言って送り出

すことです。子どもにとっては、それが

なんともうれしいものです。子どもは、

こういうことの日々の積み重ねで親の愛

情を確信することができます。毎日、こ

のように送り出されている子は、親の愛

への信頼が育ちます。 
 

そういう子は、安心して、そして落ち

着いて、学校でがんばることができま

す。気持ちが満たされているので、友達

にも親切にすることができるのです。朝

どのような心理状態で家を出たかという

ことは、子どもの一日の心理状態を決定

付けます。 

大人でも朝、家を出るとき何か嫌なこと

があったりすると、かなりの間、気持ちの

面で影響があります。ましてや、子どもに

おいてはなおさらです。日々子どもたちを

見ていると、本当によく分かります。 
 

朝、家で怒られてきたという場合は、も

うどうしようもありません。朝から、暗く

て悲しそうな顔で、沈み込んでいます。授

業中、上の空ですから、全然身に付きませ

ん。少なくとも、午前中いっぱいはそうい

った状態が続きます。 
 

子どもたちにとって、大切な 1 日の学び

が無駄になってしまう事にもなります。そ

れだけではなく、こういう日は友だちとト

ラブルになったりして、先生に注意される

ことになり負の連鎖となってしまいます。 
 

朝の送り出しで、子どもたちが 1 日を大

切に過ごすことができるように、朝の送り

出し方に Smile ＆ Challenge！ 
 

自分が子育てをしていた

ときは、そんなふうに思う

余裕はありませんでした。

朝は時間との戦いで、バタ

バタと子どもを送り出すこ

とが多かったと思います。 

反省の意味を込めてのお

願いでした。 

 


